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４
月
19
日（
日
）、「
健
康
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
今
年

一
番
の
日
差
し
が
照
る
な
か
、

約
二
千
人
が
参
加
、
党
議
員

団
も
出
席
し
ま
し
た
。

　「
健
康
ま
つ
り
」
は
、
こ
れ

ま
で
三
箇
小
学
校
の
校
庭
を

借
り
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
初
め
て
住
道
駅
南

の
「
末
広
公
園
」
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
唐
沢
岩
夫
理
事

長
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、舞

台
で
は
「
だ
ん
じ
り
ば
や
し
」

「
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
・
ダ
ン
ス
」

「
消
防
市
民
音
楽
隊
有
志
に
よ

る
演
奏
」「
沖
縄
エ
イ
サ
ー
」

「
太
極
拳
」
の
披
露
な
ど
多
彩

な
内
容
で
し
た
。
ま
た
、
18
の

模
擬
店
が
出
店
。「
健
康
チ
ェ
ッ

ク
」
を
は
じ
め
、
お
い
し
い
食

べ
物
が
軒
を
連
ね
、多
く
の
市

民
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
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第
一
回
「
議
会
基
本
条
例

の
制
定
に
関
す
る
特
別
委
員

会
」
が
４
月
15
日
午
前
十
時

か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
東
市
自
治
基
本
条
例
の

第
３
章
に
は
、議
会
が（
議
会

の
役
割
と
責
務
）（
開
か
れ
た

議
会
）（
議
員
の
責
務
）明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
議
会
の
流
れ
と
し

て
も
、
議
会
基
本
条
例
の
制

定
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
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62周年記念日

　
最
初
に
、議
会
基
本
条
例
に

つ
い
て
内
海
委
員
長
よ
り
制
定

の
意
義
と
し
て「
本
市
議
会
は

こ
れ
ま
で
に
も
様
々
な
議
会
改

革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。議
会
は
市
民
の
意
思
を
代

弁
す
る
合
議
制
機
関
で
あ
る
こ

と
か
ら
、創
意
と
工
夫
に
よ
っ

て
市
民
と
の
協
調
の
も
と
、街

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。本
市
議
会
も
さ

ら
な
る
議
会
の
公
平
性
・
透
明

る
た
め
に
制
定
す
る
。」
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

  

全
国
で
こ
の
条
例
を
制
定
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
く
、先

駆
け
て
制
定
し
た
栗
山
町
・
伊

賀
市
の
議
会
基
本
条
例
の
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。関
西
地
区
で

は
、熊
取
町
が
昨
年
の
３
月
議

会
に
お
い
て
全
会
一
致
で
制
定

し
て
い
る
の
が
最
初
で
す
。

　
今
後
の
進
め
方
と
し
て
、具

体
的
に
議
会
基
本
条
例
の
制
定

に
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
く
の
か
。

本
市
の
特
色
あ
る
条
例
制
定
に

す
る
た
め
、
勉
強
会
の
開
催
・

先
進
市
へ
の
視
察
・
講
師
を
招

い
て
の
研
修
会
な
ど
行
う
。

 

次
回
は
５
月
25
日
午
後
か
ら

熊
取
町
へ
視
察
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

 

日
本
共
産
党
は
古
崎
・
豊
芦

が
委
員
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。

　

性
を
確
保
し
、
開
か
れ

た
議
会
、
市

民
参
加
を
推

進
す
る
議
会

を
目
指
す
た

め
、
議
会
の

責
務
及
び
議

会
運
営
、
お

よ
び
議
員
に

係
わ
る
基
本

事
項
を
定
め

 

４
月
26
日
末
広
公
園

で
、
花
と
緑
の
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
風
が
き
つ
く
、
主
催

者
も
参
加
者
も
大
変
ご

苦
労
様
で
し
た
。

　
公
園
愛
護
功
労
者
と

し
て
１
４
件
。
緑
化
活

動
功
労
者
と
し
て
１
４

件
。
団
体
や
個
人
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　　
ま
ち
に
緑
を

　
　
　
窓
辺
に
花
を

　　　　　　H 2 1 年度
大東市公園愛護緑化活動功労者の方々

消防市民音楽隊有志



　

第
一
日
目
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

パ
ネ
ラ
ー
　
　

糸
数
慶
子
氏

糸
数
慶
子
氏

糸
数
慶
子
氏

糸
数
慶
子
氏

糸
数
慶
子
氏
（（（（（
無無無無無
所所所所所
属属属属属
）））））　　　　　

小
渕
優
子

小
渕
優
子

小
渕
優
子

小
渕
優
子

小
渕
優
子
（（（（（
自自自自自
民民民民民
党党党党党
）））））　　　　　

紙
智
子
氏

紙
智
子
氏

紙
智
子
氏

紙
智
子
氏

紙
智
子
氏
（
日
本
共
産
党
）

（
日
本
共
産
党
）

（
日
本
共
産
党
）

（
日
本
共
産
党
）

（
日
本
共
産
党
）

亀
井
亜
紀
子
氏

亀
井
亜
紀
子
氏

亀
井
亜
紀
子
氏

亀
井
亜
紀
子
氏

亀
井
亜
紀
子
氏
（
国
民
新
党
）

（
国
民
新
党
）

（
国
民
新
党
）

（
国
民
新
党
）

（
国
民
新
党
）

古
屋
範
子
氏

古
屋
範
子
氏

古
屋
範
子
氏

古
屋
範
子
氏

古
屋
範
子
氏
（（（（（
公公公公公
明明明明明
党党党党党
）））））　　　　　

福
島
瑞
穂
氏

福
島
瑞
穂
氏

福
島
瑞
穂
氏

福
島
瑞
穂
氏

福
島
瑞
穂
氏
（（（（（
社社社社社
民民民民民
党党党党党
）））））　　　　　

円
よ
り
子
氏

円
よ
り
子
氏

円
よ
り
子
氏

円
よ
り
子
氏

円
よ
り
子
氏
（
民
主
党
）

（
民
主
党
）

（
民
主
党
）

（
民
主
党
）

（
民
主
党
）

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

山
崎
紫
生
氏

山
崎
紫
生
氏

山
崎
紫
生
氏

山
崎
紫
生
氏

山
崎
紫
生
氏

　
　
　
高
崎
商
科
大
学
教
授

　
　
　
高
崎
商
科
大
学
教
授

　
　
　
高
崎
商
科
大
学
教
授

　
　
　
高
崎
商
科
大
学
教
授

　
　
　
高
崎
商
科
大
学
教
授
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こ
の
た
び
、「
第
５
回
　
全

国
女
性
議
員
サ
ミ
ッ
ト
in
ぐ

ん
ま
」
が
、
群
馬
県
高
崎
市

で
開
催
さ
れ
る
案
内
が
あ
り

四
条
畷
の
岸
田
・
阿
部
議
員

と
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
会
場
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

待
っ
て
い
る
と
、
若
い
女
性

を
取
り
囲
む
よ
う
に
し
て
数

人
の
黒
い
ス
ー
ツ
の
人
達
が

近
づ
い
て
き
た
と
思
っ
た

ら
・
・
・
。
そ
の
女
性
は
、
小

渕
優
子
大
臣
で
し
た
。
同
じ

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
会
場
へ
。

　
６
０
０
人
近
い
女
性
が
参

加
し
、
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
を
拍

手
で
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

　第
一
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
印
象
深
か
っ
た
の
は
、沖沖沖沖沖

縄
出
身
の
糸
数
慶
子
氏

縄
出
身
の
糸
数
慶
子
氏

縄
出
身
の
糸
数
慶
子
氏

縄
出
身
の
糸
数
慶
子
氏

縄
出
身
の
糸
数
慶
子
氏

の
発
言

の
発
言

の
発
言

の
発
言

の
発
言
で
す
。

　（
沖
縄
復
帰
前
）は
、

ア
メ
リ
カ
の
軍
事
支
配
化
で

医
療
・
福
祉
・
教
育
な
ど
踏

み
に
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

　
そ
ん
な
中
で
、
女
性
問
題

を
浮
き
彫
り
に
し
、
本
土
よ

り
７
ヶ
月
も
早
く
女
性
の
参

政
権
が
、
１
９
４
５
年
９
月

10
日
収
容
所
の
中
で
実
施
さ

れ
た
。
米
軍
は
軍
事
政
権
下

の
中
で
も
男
女
平
等
に
つ
い

て
は
民
主
主
義
を
進
め
て
い

た
。

　
１
９
４
８
年
２
月
の
市
町

村
選
挙
で
首
里
市
で
は
、
た

け
と
み
さ
ん
が
最
高
得
票
で

当
選
し
た
。

　
１
９
５
０
年
６
月
朝
鮮
戦

争
が
始
ま
っ
て
、
米
軍
は
農

民
の
土
地
を
銃
剣
と
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
で
収
奪
。
そ
の
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
の
前
に
座
り
込

ん
だ
の
は
女
性
た
ち
だ
っ
た
。

　
レ
イ
プ
事
件
は
多
く
が
葬

ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　
１
９
５
５
年
、
当
時
６
歳

の
由
美
子
ち
ゃ
ん
事
件
。
１

９
５
９
年
石
川
市
の
ジ
ェ
ッ

ト
機
の
墜
落
事
故
。
事
件
事

故
が
後
を
絶
た
な
い
。

　
小
児
麻
痺
の
ワ
ク
チ
ン
は

や
っ
と
１
０
０
本
の
メ
ド
が

立
っ
た
が
ソ
連
産
の
た
め
ア

メ
リ
カ
か
ら
反
対
さ
れ
、
沖

縄
に
は
入
ら
な
か
っ
た
。

　
１
９
７
２
年

　（
沖
縄
復
帰
後
）は
、

　
女
性
12
の
団
体
が
沖
縄
婦

人
団
体
連
絡
会
を
結
成
。

　
復
帰
後
の
職
員
採
用
で
、

男
女
の
賃
金
差
を
勝
ち
取
っ

た
。

　
１
９
９
５
年
国
際
婦
人

デ
ー（
国
連
婦
人
10
年
）北
京

会
議
に
87
人
が
参
加
し
た
。

や
っ
と
、
本
土
の
人
達
と
共

有
で
き
た
。

　
１
人
だ
っ
た
県
議
会
議
員

が
48
人
中
７
人
に
増
え
た
。

　
母
親
は
命
を
大
切
に
す
る
。

子
育
て
・
命
の
重
み
に
つ
い

て
超
党
派
で
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
沖
縄
は
出
生
率
が
全
国
一

位
死
亡
率
が
一
位
。
超
党
派

で
の
取
り
組
み
で
、
子
ど
も

小
児
病
院
が
で
き
た
。

　
国
保
料
は
払
い
た
く
て
も

払
え
な
い
。
国
庫
が
減
ら
さ

れ
て
い
る
元
に
戻
し
、
公
共

事
業
の
無
駄
を
な
く
す
こ
と

が
大
事
。

　
大
手
の
企
業
は
溜
め
込
ん

で
い
る
。
内
部
留
保
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
１
％
崩
せ

ば
、
４
０
万
人
の
雇
用
が
確

保
で
き
る
。
歳
入
は
取
る
べ

き
と
こ
ろ
か
ら
と
る
。

 

　
議
員
に
な
っ
た
理
由

は
、
候
補
者
期
間
が
長
く
た

く
さ
ん
の
方
か
ら
要
望
を
聞

い
た
以
上
、
必
ず
自
分
が
国

会
へ
と
の
想
い
が
大
き
く

な
っ
た
。

　
国
民
運
動
と
連
携
し
た
力

で
、
変
わ
っ
た
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
る
。

　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
数

回
の
見
直
し
や
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
廃
止
法
案
が
参

議
院
で
採
択
さ
れ
た
こ
と
な

ど
。

　
小
渕
大
臣

　
小
渕
大
臣

　
小
渕
大
臣

　
小
渕
大
臣

　
小
渕
大
臣
は
、
少
子

化
・
男
女
共
同
参
画
の
問
題

を
女
・
子
ど
も
の
問
題
と
捉

え
て
い
る
間
は
進
ま
な
い
。

重
要
と
言
う
発
言
は
あ
る
が

予
算
上
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。

み
ん
な
の
問
題
と
し
て
捉
え

な
い
と
進
ま
な
い
と
発
言
。

＜紙智子議員（右から３番目）と＞

　
日
本
共
産
党
の
紙
智
子

日
本
共
産
党
の
紙
智
子

日
本
共
産
党
の
紙
智
子

日
本
共
産
党
の
紙
智
子

日
本
共
産
党
の
紙
智
子

氏
は
、
地
方
活
性
化
や
雇
用

対
策
と
し
て
も
有
効
な
、
棚

田
の
保
存
や
山
林
問
題
で
発

言
し
ま
し
た
。

　
農
業
・
林
業
の
基
本
は
、

今
担
っ
て
い
る
人
々
が
安
心

し
て
や
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。
再
生
産
の
た
め
に
は
、

価
格
保
障
と
所
得
保
障
が
必

要
で
あ
り
、
新
規
農
業
参
入

し
た
い
人
の
担
い
手
作
り
の

た
め
の
研
修
が
い
る
こ
と
な

ど
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
二
日
目
の
分
科
会
は
、
第

一
、
女
性
議
員
を
増
や
す
に

は
　
第
二
、
女
性
議
員
が
増

え
る
と
、
社
会
は
こ
う
変
わ

る
　
第
三
、
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ

る
女
性
の
働
き
方
　
第
四
、

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
　
第
五
、
女
も

男
も
生
涯
現
役
　
高
齢
者
社

会
の
主
役
は
わ
た
し
　
第
六
、

子
育
て
支
援
ー
今
、
何
が
必

要
で
す
か
？
豊
芦
議
員
は
第

四
分
科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　


